
地域別の出現確率（6地方区分） 
 

 全体として，西日本＞東日本 という傾向が見られる 
 西日本の中では 近畿＞中国四国＞九州沖縄  

人手によるオノマトペの確認 
 対象：出現数が中程度の177語（18,545例） 
 共著者の同意の下，オノマトペ／非オノマトペを分類 

地方議会会議録コーパスを用いたオノマトペの分析 第6回 
コーパス日本語学 
ワークショップ 高丸圭一（宇都宮共和大学）  内田ゆず（北海学園大学）  乙武北斗（福岡大学）  木村泰知（小樽商科大学） 

形態素解析によるオノマトペ抽出 
 形態素解析器：JUMAN ver.7.0 
 オノマトペ1,751語をユーザー形態素辞書に登録 

 
 
 
 
 
 
 
 
すべてが誤抽出のオノマトペ：22語(12.4%) 
 ・短いオノマトペを誤抽出しやすい 

   「ひっ」，「きっ」，「にっ」など 
 ・方言に起因する誤抽出が多い 

「かんから」，「はった」，「えへん」など 
 ・同音異義語に起因する誤抽出が多い 

「なんなん」(垂んとす），「くすり」（薬）など 

出現数上位のオノマトペ（4モーラのみ） 

オノマトペ 

研究の目的 
 

近年，オノマトペの利活用を目指した取り組みが盛ん 
 

    ↓ 
現代の話しことばにおけるオノマトペの出現実態を知りたい 
 
全国各地から集めた地方議会会議録コーパスを分析 
  ・ オノマトペの使用頻度  
  ・ オノマトペ使用の地域差 

地方議会会議録コーパス 
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データベース化 

改まった場での話し言葉 
地域別・年別にまとまっている 
話し手と聞き手が同一地域に居住 
話し手が明らか 
整文が行われている 『日本語オノマトペ辞典』（小野編 2007） 

意味分類別索引に掲載された語  異なり語数1,751語 

982語（計186,416例）を抽出 

施策の推進（「しっかり」「どんどん」等） 

明確な言及や適切な判断（「はっきり」等） 

     などを表すオノマトペが高頻度で出現 

擬音語および擬態語 
音，雰囲気，程度，様子を効果的に伝える手段 
日本語の話しことばでは多用される 

本研究で用いるデータ 
2010年度の会議録 
全国403自治体 
   19道県  322市 
   13特別区  41町  8村 
 

約3億語 
約1000万文 

小松，中村(2012)「オノマトペの利活用：オノマトペ研究の分野横断連携を目指して」，人工知能学会誌27(6)，pp.653-654 
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対応分析 

65.8% 

34.2% 

第1軸 
  「九州沖縄」地方を分ける軸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対応分析による地域差の検討 
どのオノマトペが出現確率の偏りに影響しているのか 
  ・6地方区分ごとの出現頻度の対応分析 
  ・対象：全国の出現頻度が50回以上の84語 
 

まとめ 

議会会議録に多く見られるオノマトペ 
  ・施策の推進，明確な言及や適切な判断を促す語 

形態素解析によるオノマトペ抽出における誤抽出 
  ・短いオノマトペに多い 
  ・方言を含む文，同音異義語の存在等に起因 

オノマトペの出現傾向（地域差） 

  ・西日本＞東日本 

対応分析による地域差の検討 
  ・いくつかのオノマトペに顕著な偏りが存在 

今後の課題 
   ・オノマトペ抽出手法の検討 
   ・辞書にないオノマトペ（方言・新しい表現）の検出 
   ・語義の分類，語義の地域差の分析 

第2軸 
  「近畿」地方を分ける軸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第3軸 
  「中国四国」地方を分ける軸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


